











































　　　　　　　　　　　　次生 2015/ ２月、３年・２年次生 2015/ ４月）
2014年度活動報告　心理学談話会
活動の目的
　人間に関する科学は、一領域一分野で人間全体を把握することは不可
能である。全体としての人間を知るには、心理学各領域および隣接諸科
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四〇
学との交流が必要となってくる。本会はこうした心理学および隣接諸科
学の研究者たちとの学問交流による、人間理解の深化を目的とするもの
である。
年間の活動計画
　心理学談話会は、心理学コースの教員による研究発表と、学外の研究
者を招いての研究発表を基本に年間を通じて開催し、うち数回は一般公
開とする。また、心理学談話会で発表した内容は原則として文学論叢に
投稿することとしている。
2014 年度の活動状況
　2014 年度は以下の５回を開催した。
　第７回　2014年４月21日（月）「高齢者介護施設従事者の高齢者への
　　関わり方と大学生が抱く高齢者観の諸相に関する調査報告」講師：
　　鎌倉利光（文学部准教授）於：愛知大学豊橋キャンパス
　第８回　2014年５月19日（月）「サクラを使わない社会的同調実験に
　　よる同調要因の検討～顔記憶課題を用いて～」講師：井藤寛志（文
　　学部助教）於：愛知大学豊橋キャンパス
　第９回　2014年７月７日（月）「コミュニケーション研究に小鳥を用
　　いるのは何故か？」講師：関　義正（文学部准教授）於：愛知大学
　　豊橋キャンパス
　第10回　2014年10月29日（水）「武将に愛された鳥・鶉（ウズラ）で
　　一目惚れを科学する」講師：戸張靖子（早稲田大学　教育・総合科
　　学学術院　統合脳科学研究室　研究助手）於：愛知大学豊橋キャン
　　パス
　第11回　2014年11月２日（日）「保健所における取組み−地域支援−」
　　木之下隆夫（文学部教授）於：愛知大学豊橋キャンパス
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カルチュラル・スタディーズ研究会2014活動報告書
樫村　愛子　　
　本年度は２つのワークショップを行った。
　１つ目は、９月20日に行った、「社会学 X 遠藤一郎　モバイルソー
シャリティの可能性」である。世界中で注目され活躍中の現代アーティ
スト（自称「未来美術家」）の遠藤一郎さんのモバイルソーシャルアー
ト、コミュニケーションをアートする試み（「ほふく前進」「RAINBOW 
JAPAN」等）について、アートと社会の関係を、遠藤さんと愛大社会
学教員（土屋葉と樫村愛子）、社会学卒業生で現在は遠藤さんのコー
ディネーターを務める中村君と議論した（634教室）。また、彼の定番
のパフォーマンスの一つである、連凧作りを参加者で行い、グラウンド
で連凧上げを行った（未来龍愛知大学大空凧）。
　２つ目は、2015年３月７日に行った「生活困窮者自立支援法はどのよ
うに地域社会で活用できるか」である。４月より施行の生活困窮者自立
支援法についての学習と、野洲と豊橋における取り組み、官民協同体制
を作るため必要なことを地域のＮＰＯにも意見を述べてもらって、豊橋
における取り組みを考える機会とした。本館５階第３, ４教室でシンポ
ジウム、その後、第２教室でワークショップと終了後、懇親会を行った。
野洲市市民部市民生活相談室主査の生水裕美さん、豊橋市障害福祉課主
幹の柴田圭吾さん、岐阜大学保健管理センター准教授西尾彰泰さんほ
か、地域のＮＰＯや支援者として、豊橋サマリヤ会高島史弘さん、豊橋
若者サポートステーション中田直助さん、外国人就労支援センター事務
局長山元梢さん、そしてコメンテーターに愛知大学教員西村正広さんを
迎え、学外から40名近くの参加者による活発な議論がなされた（司会、
樫村）。
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三八
　本年度は、参加者の参加性の高いワークショップ形式をフルに生か
せたものとなった。また一つ目は、社会および社会学とアートをコラ
ボレーションする企画、二つ目は、地域における官民を繋ぎ合せる企画
と、創造的な企画が実施できた。
言語学談話会　平成26年度活動報告
（1）公開講座「言語」の開催。前半豊橋校舎／後半９月より車道校舎。
　　2014年
　　４月19日　小池保利「中国の大学における日本語口頭発表の指導」
　　５月10日　加納　寛「戦時期日本の対タイ宣伝」
　　５月31日　田本健一「７～９世紀のアイリシュ系写本と英国系写本
　　　　　　　について」
　　６月21日　北尾泰幸「英語分裂文を探る」
　　７月12日　田川光照「韓国の現代作家・李外秀の作品世界」
　　９月13日　今井隆夫「イメージで捉える感覚英文法：認知言語学を
　　　　　　　参照した英語学習法」
　　10月11日　高橋秀雄「言語とは何か？――数（単数・複数）の表現
　　　　　　　から見る」
　　11月８日　島田　了「イタリアへの憧れ――ドイツ文学から見たル
　　　　　　　ネサンス像の変遷、ヴィンケルマンからブルクハルトへ」
　　12月13日　鈴木規夫「政治と言語行為――ケンブリッジ学派思想史
　　　　　　　研究方法論再考」
　　2015年
　　１月10日　片岡邦好「テレビＣＭの談話分析：語らない「語り」と
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　　　　　　　いう視点から」
（2）「新約聖書の福音書を音読する集い」および「現代ヘブライ語と聖
　　書ヘブライ語を学ぶ会」の開催　豊橋校舎
　　いずれも2014年４月～2015年３月　月２回
　　講師：川口誠
（3）『ことばを考える　７』（あるむ、2015年３月）の刊行
　　　田川光照「李外秀『夢見る植物』について」
　　　宇佐美孝二「詩における西洋の感覚受容の歴史と問題点」
　　　田本健一「中世前期極彩色写本―ヒベルノ・サクソン写本の系譜―」
　　　葛谷　登「クレイグ先生逸聞拾遺」
　　　小池保利「中国の師範大学における日本語教育」
　　　小坂敦子「外国語としての英語ライティング教育における詩の有
　　　　　　　　用性についての一考察」
　　　高橋秀雄「表現について」
　　　鈴木康志「話し言葉における自由間接話法とエコー発話―エリス
　　　　　　　　・ヘルディン（1905年）から山口治彦（2009年）まで
　　　　　　　　―」
　　　田本真喜子「英語語彙変遷史―行間注の導入」
　　　北尾泰幸「生成文法の英語教育への応用―制限関係節と同格節を
　　　　　　　　題材に―」
　　　稲垣　昭「冠詞論の変容に見られる伝統文法存続の要因―主にフ
　　　　　　　　ランス語を例にして―」
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三六
障害学研究会　2014年度活動状況
　障害者運動の中心は大阪・東京であり、他の地域の運動はこれらの流
れの傍流として語られることが多い。しかし愛知県には、これらとは異
なる、しかも70年代からの障害者運動の流れが存在している。これまで
本研究会は、まとまった研究が僅少である「愛知における障害者運動」
をテーマとし活動を行ってきた。具体的には県内のさまざまな団体の方
の代表者等に講演を依頼してその歴史や活動内容を学び、社会へ広く知
らせるためのワークショップを開催してきた。2014年度はこれらを本に
まとめること目的とし、研究会内で追加調査および内容の検討を重ねて
きた。
　2014年12月にはアメリカの障害者運動を長年牽引してきたジュディ
ス・ヒューマン氏の講演会を愛知障害フォーラムとの共催で開催し、今
後の運動のあり方についても助言をいただく貴重な機会を得た。
　さらに2015年３月には『愛知の障害者運動――実践者たちが語る』を
刊行するに至った。この刊行にあわせ、評者として立命館大学の立岩真
也氏を招いたワークショップを開催した。立岩氏からは、本書で描かれ
ているのが基本的には「公式見解」であること、それを記録することの
意味はあるが、さらに聞き取れることがあったのではないかという指摘
がなされた。また、たとえば「わっぱの会」のような、特殊な組織形態
がなぜ成り立ってきたのか、その内部における対立構造について描くこ
との必要性が述べられた。質疑応答では本書で取り上げられなかった団
体について、運動と政治との関係について、知的障害をもつ人と「働く」
ことについて質問があり、それぞれの団体の立場や見解等に基づいて議
論が交わされた。
　研究会として、愛知の障害者運動について刊行できたことは一定の意
義があったと考える。しかしここに含まれていない団体について、また
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「公式見解」のみではない団体の歴史について今後調査研究をすすめ、
記述を厚くしていく必要がある。さらに愛知の運動の特殊性、全国の障
害者運動との関係等についても、議論を深めていきたいと考えている。
